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§１．研究成果の概要 

 

【2019 年度の研究実施概要】 

「環境振動発電素子の広帯域化技術開発」 

成果の要点 

⚫ 環境振動発電素子の広帯域化に向けた

低閾値整流昇圧回路を設計。 

⚫ ＭＥＭＳと集積回路による実システムを開

発して広帯域化に成功。 

⚫ 振動発電素子の利用環境拡大に貢献。 

環境振動発電素子について、従来の広帯

域化手法では、特殊な機械構造やその調整

回路が必要であり、素子サイズ増大や素子ご

との専用回路が必要だった。 

そこで本研究では、あらゆる環境振動発電

素子の広帯域化に向け、環境振動周波数で

も動作可能な低閾値整流昇圧回路を設計し

て、その回路を利用した電気機械システムを

提案した（図１）。さらにＭＥＭＳと集積回路の

技術を用いて提案システムを開発し、広帯域

化を実証した（図２）。本成果は東工大とＪＳＴ

から共同プレスリリースを行い、数多くのメデ

ィアでも紹介された。 
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図 1：低閾値整流昇圧回路を利用した広帯域
環境振動発電システム 

 

図 2：開発したシステムとその測定結果（入力
加速度振幅１ｍＧの測定結果。Ｇは重力加速
度。） 
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